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大学での医薬化学教育
－求められる意識と流儀の改革－

　近年、メディシナルケミストが得意としてきた低分子
創薬の頭打ちに直面し、製薬企業ではバイオ医薬品など
の開発に重点を置く動きを加速させているが、この大き
な流れは大学での教育研究にも少なからず影響を与えて
いる。創薬を志して薬学部に入学し、大学院に進学する
ことで医薬化学に関するさまざまな知識や技能を習得し
た学生の多くが、製薬企業のメディシナルケミストリー
関連分野ポジションに就くことが困難な状態に陥ってい
るかと思う。このような状況下、医薬化学教育に携わる
大学人が、急速に変化している創薬現場の実情を正確に
把握したうえで、医薬化学教育の内容・方法について早
急に組織をもって改革に乗り出すときであると考える。
　2017年夏、医薬化学部会として、大学における医薬化
学に関する講義状況などを把握するため、手始めに17の
国公立大学薬学部・薬学研究科を対象に簡単なアンケー
ト調査を行った。回答を得たすべての薬学部あるいは薬
学研究科で医薬化学の講義（科目名はさまざまであるが）
を行っていることを確認できた。しかし、講義形態（単
一科目かオムニバス形式か）や受講対象とする学年は千
差万別であることがわかった。言い換えれば、各大学の
流儀で医薬化学教育はなされている。研究同様、大学教
育に個性や特色があって当然ではあるが、医薬化学教育
の課題も見えてきた。薬学部における6年制薬学モデル
コアカリキュラムへの対応が、学際領域色の強い医薬化
学講義のカリキュラム編成を困難かつ複雑なものにして
いると容易に想像できる。

　冒頭でも触れたが、メディシナルケミストには従来型
の低分子創薬に加え、さまざまなモダリティを核とした
医薬品創生や、創薬における各ステージでの活躍の場を
開拓していくことが求められる時代となっている。この
ようないわゆる社会的ニーズを踏まえ、人材育成を使命
とする大学は、高度な専門性と高い研究能力をもちグ
ローバルに活躍できる学生を育てるための医薬化学教育
改革が求められている。
　そのためには、まず（医薬化学）教育体制の基本設計
が必要であろう。医薬化学教育に関して、各大学で画一
的な講義を提供する必要はないが、少なくとも「何を」「い
つ」「どのようにして」教えるかの指針のようなものが
あって良いと思う。この指針づくりには、医薬化学教育
に携わる教員のネットワークが不可欠である。医薬化学
の教育のために有機化学をベースとすることになんら異
議はないが、有機合成化学研究領域が主流をなす集団で
はなく、（教員の意識改革は前提となるが）異分野との
共生をねらった学際領域の知的専門集団がこの任にあた
るべきである。さらに、医薬化学を教育する者が創薬現
場の実情を肌で感じ学ぶことも必要であろう。幸い、当
部会はアカデミアと産業界、特に製薬業界とは設立時か
ら密な連携を基本に運営されており、教育者の教育と
いったことを目的とした「産学連携・交流」のための仕
組みづくりも不可能ではない。大学の医薬化学教育改革
の実現を切に願うものである。
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